
（1）　令和５年３月10日　金曜日 第385号宮　　城　　県　　公　　報

目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

告

示

〇
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
取
消
し�

（
税　

務　

課
）　
　

一

〇
知
事
指
定
薬
物
の
指
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指
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す
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指
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す
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告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
二
号

　

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
百
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏
名
又
は
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
等
の
所
在
地

指
定
取
消
し
の
年
月
日

有
限
会
社
迫
生
コ
ン

代
表
取
締
役

渡
邊　

眞
治

登
米
市
中
田
町
浅
水
字
長
谷
山
三
百

二
十
六
番
地
の
一

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
三
号

　

宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
知
事
指
定
薬
物
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

　

１　

化
学
名　

Ｎ－

エ
チ
ル－

Ｎ－

メ
チ
ル
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名‥

Ｍ
Ｅ
Ｔ
）

　

２�　

化
学
名　

（
八
Ｒ
）－

Ｎ
、
Ｎ－

ジ
エ
チ
ル－

六－

メ
チ
ル－

一－

ペ
ン
タ
ノ
イ
ル－

九
、
十－

ジ
デ
ヒ
ド
ロ

エ
ル
ゴ
リ
ン－

八－

カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名‥

１
Ｖ－

Ｌ
Ｓ
Ｄ
）

二　

指
定
の
理
由

　

�　

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用
（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
。）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
。

三　

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

　
　

令
和
五
年
三
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
大

学
校
の
農
産
物
等
の
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

大
崎
市
古
川
狐
塚
字
西
田
三
十
番
地
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株
式
会
社
古
川
青
果
地
方
卸
売
市
場

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
五
号

　

次
の
建
設
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
建
設
業
者
の
所
在
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

商
号
又
は
名
称
等

商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

株
式
会
社
ノ
ー
ダ
ウ
ト
ト

ラ
ッ
ク
ス

三
浦　

裕
典

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
三
丁
目
二－

五
十
三

フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー
ト
原
町
一
〇
一

般－

一

第
二
万
二
千
百
三
十
二
号

二　

申
出
先

　
　

宮
城
県
土
木
部
事
業
管
理
課
建
設
業
振
興
・
指
導
班

　
　

所
在
地　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

電　

話　

〇
二
二－

二
一
一－

三
一
一
六
（
直
通
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

女
川
牡
鹿
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

石
巻
市
大
谷
川
浜
大
谷
川
一
番
二
四
番
地
先
か
ら

同
市
大
原
浜
洞
ノ
口
一
番
一
地
先
ま
で

前

二
六
・
二
～

�

四
四
・
九

�

一
六
四
・
〇

後

　

九
・
〇
～

�

九
三
・
〇

�

七
、
五
五
〇
・
六

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
七
号

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
百
九

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
三
号
の
表
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社
の
項
及
び
三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
の
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
八
号

　

平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
号
（
地
方
公
所
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
十
号
中
「
志
津
川
高
等
学
校
」
を
「
南
三
陸
高
等
学
校
」
に
改
め
、「
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
」
の
下
に
「
、

大
河
原
産
業
高
等
学
校
」
を
加
え
る
。

公

告

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
の
う
ち
精
神
通
院
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指

定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指

定

年

月

日
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調
剤
薬
局
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ

佐
沼
店

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
四
丁
目
六
番
地
六

令
和
五
年
三
月
一
日

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
薬
局

黒
川
郡
大
郷
町
羽
生
字
中
ノ
町
二－

四

令
和
五
年
三
月
一
日

し
ぶ
や
薬
局　

宮
野
中
央
店

栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目
四
番
五
号

令
和
五
年
三
月
一
日

�

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
精
神
通
院
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
指
定
し
た
指
定
自
立
支
援
医
療
機

関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

辞

退

年

月

日

し
ぶ
や
薬
局　

宮
野
中
央
店

栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目
四
番
五
号

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
愛
島
台
五
丁
目
百
一
番
二
十
三
、
百
一
番
二
十

四
の
一
部
、
百
一
番
二
十
七
の
一
部
、
百
一
番
二
十
四
地

先
水
の
一
部
（
第
一
工
区
）

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

�

名
取
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
　

伊
具
郡
丸
森
町
字
千
刈
場
十
二
番
、
十
四
番
、
十
六
番
、

　

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

十
八
番
、
二
十
番
一
、
三
十
番
、
三
十
九
番
、
四
十
一
番
、

四
十
三
番
の
一
部
、
四
十
四
番
、
百
七
番
、
百
十
一
番
二
、

百
十
二
番
、
百
十
三
番
、
百
十
四
番
、
百
十
五
番
、
十
二

番
地
先
法
定
外
水
路
の
一
部
、
三
十
番
地
先
法
定
外
道
路

の
一
部
、
百
十
五
番
地
先
法
定
外
道
路
の
一
部
（
第
三
工

区
、
第
四
工
区
、
第
五
工
区
）

�

丸
森
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
印
刷
物
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り　

（
仕
様
書
の
と
お
り
）

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
五
年
二
月
二
十
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

仙
台
印
刷
工
業
団
地
協
同
組
合　

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目

西
町
一
番
四
十
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
二
千
三
百
八
十
万
七
千
七
十
五
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
五
年
一
月
十
日

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

緊
急
配
備
支
援
シ
ス
テ
ム
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
五
年
二
月
二
十
四
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一
丁

目
二
番
二
十
号

五　

落
札
金
額　

九
億
八
千
百
三
十
八
万
九
千
六
百
四
十
円
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六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
五
年
一
月
十
三
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
五
年
三
月
十
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

一　

日　

時　

令
和
五
年
三
月
十
六
日　

午
後
二
時
三
十
分

二　

場　

所　

第
一
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
四
号
議
案　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
五
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

第
六
号
議
案�　

宮
城
県
教
育
委
員
会
が
行
う
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　
　

第
七
号
議
案　

第
三
期
県
立
高
校
将
来
構
想
第
二
次
実
施
計
画
に
つ
い
て

　
　

第
八
号
議
案　

職
員
の
退
職
手
当
に
つ
い
て

　
　

第
九
号
議
案�　

県
費
負
担
教
職
員
の
免
職
及
び
宮
城
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
職
へ
の
採
用
の
手
続
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
十
号
議
案　

指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
十
一
号
議
案�　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　

第
十
二
号
議
案　

宮
城
県
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
十
三
号
議
案　

博
物
館
法
施
行
細
則
に
つ
い
て

　
　

第
十
四
号
議
案　

宮
城
県
美
術
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
十
五
号
議
案　

宮
城
県
美
術
館
協
議
会
美
術
品
収
集
部
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
十
六
号
議
案　

東
北
歴
史
博
物
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
十
七
号
議
案　

宮
城
県
文
化
財
保
護
審
議
会
部
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
十
八
号
議
案　

東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
資
料
収
集
専
門
部
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
十
九
号
議
案　

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
委
員
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
二
十
号
議
案　

宮
城
県
指
定
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２�　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）


